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1981年京都大学薬学部薬学科卒業。
86年同大学大学院薬学研究科製薬化
学専攻博士課程修了。専門は生化学。
京都産業大学教授、副学長等を経て
2020年より現職。公益財団法人大学
コンソーシアム京都の理事長も務める。

　京都産業大学は、高名な宇宙物理学者である荒木俊馬に
よって1965年に創設されました。「将来の社会を担って
立つ人材の育成」を建学の精神に掲げ、「学問と産業をむ
すぶ」という教育理念のもと、理学部と経済学部の２学部
でスタート。現在は文系・理系合わせて10学部体制とな
り、外国人留学生を含む１万5000人を超える学生が、京
都市北区の神山キャンパスに集結する西日本有数の「一拠
点総合大学」へと発展しました。
　ワンキャンパスに多くの学生が集うからこそ、学生はダ
イバーシティを肌で感じながら新たな価値観に触れ、自己
成長につなげることができます。加えて、創設以来の伝統
である産学連携プログラムや、アントレプレナー育成プロ
グラム、学部横断型の研究推進など、学生を成長させる取
り組みが多角的に進められています。

多
様
性
豊
か
な
全
国
屈
指
の
「
一
拠
点
総
合
大
学
」。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
、
学
問
と
産
業
界
を

結
び
つ
け
、
次
代
を
拓
く
未
来
人
材
を
育
成
す
る
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揺
る
が
ぬ
建
学
の
精
神

学
問
と
産
業
を
〝
む
す
ぶ
〟
大
学

　

京
都
産
業
大
学
が
開
学
し
た
１
９
６
５

年
は
、
日
米
安
保
問
題
な
ど
で
大
学
教
育

も
機
能
不
全
に
陥
っ
た
混
迷
の
時
代
で
し

た
。
創
設
者
・
荒
木
俊
馬
は
そ
う
し
た
風

潮
と
は
一
線
を
画
し
、
最
高
の
教
育
研
究

機
関
と
し
て
「
将
来
の
社
会
を
担
っ
て
立

つ
人
材
の
育
成
」
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ

て
大
学
を
設
立
し
ま
し
た
。
社
会
背
景
は

異
な
る
も
の
の
、
現
代
も
当
時
と
同
じ
く

先
行
き
の
不
透
明
な
時
代
で
あ
り
、
建
学

の
精
神
こ
そ
は
教
職
員
が
一
枚
岩
に
な
る

た
め
に
立
ち
返
る
べ
き
最
も
大
事
な
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
な
の
だ
と
黒
坂
光
学
長

は
話
し
ま
す
。

　
「
荒
木
先
生
は
学
問
と
産
業
を
〝
む
す

ぶ
〟
大
切
さ
を
説
き
、
本
学
を
京
都
〝
産

業
〟
大
学
と
名
づ
け
ま
し
た
。
当
時
か
ら

『
産
学
協
同
』
と
い
う
名
称
で
多
く
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
現
在
の
産
学
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。
本

学
は
常
に
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
を
全
学

的
な
共
通
認
識
と
し
て
、
未
来
社
会
に
向

け
た
教
育
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

実
際
に
京
都
産
業
大
学
で
は
、
複
数
の

き
ま
す
。
本
学
で
は
今
後
も
教
育
・
研
究

の
両
面
で
、
学
部
の
壁
を
越
え
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
」（
黒
坂
学
長
）

高
速
５
Ｇ
環
境
の
導
入
で

ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

　

急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
特
徴
で
、
全
学
共
通

教
育
科
目
「
デ
ー
タ
・
Ａ
Ｉ
と
社
会
」
が

文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度

（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）」
に
認
定
さ
れ
た

ほ
か
  （1）

、
教
員
が
学
部
の
壁
を
越
え
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
、
学
生
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
や
研
究
な
ど
学
修
の
仕
方

そ
の
も
の
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
「
デ
ジ

タ
ル
教
育
改
革
」
も
進
め
て
い
ま
す
。
特

に
動
画
を
活
用
す
る
教
育
ス
タ
イ
ル
に
注

力
し
、
事
前
学
習
用
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
を

動
画
で
準
備
す
る
ほ
か
、
対
面
で
の
講
義

内
容
を
録
画
し
、
復
習
用
に
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
す
る
な
ど
の
改
革
が
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積

さ
れ
、
従
来
の
ス
タ
イ
ル
と
デ
ジ
タ
ル
活

用
の
融
合
が
進
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
年
５
月
に
は
、
次
世

代
型
の
「
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」
構
築
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
株
式
会
社
お
よ
び
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社

と
包
括
連
携
協
定
  （2）

を
締
結
。
高
速
５
Ｇ

環
境
を
導
入
し
、
新
た
な
産
学
連
携
を
模

索
す
る
動
き
や
、
よ
り
効
果
的
な
教
育
・

研
究
に
つ
な
げ
る
動
き
が
加
速
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
技
術
を

駆
使
し
た
授
業
や
、
海
外
の
大
学
と
連
動

自
治
体
と
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
学
生

が
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る

ほ
か
、
産
業
界
や
各
種
団
体
な
ど
、
学
外

と
の
連
携
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
産
業
界

の
課
題
解
決
を
は
じ
め
、
国
際
文
化
都

市
・
京
都
だ
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
る
文
化

的
な
課
題
解
決
な
ど
に
挑
戦
す
る
際
に
は
、

実
社
会
で
の
経
験
と
気
づ
き
が
不
可
欠
で

す
。
学
生
が
学
内
で
得
た
知
識
や
技
術
を

学
外
で
体
験
、
体
感
、
実
践
す
る
こ
と
で
、

学
ん
だ
内
容
を
深
化
さ
せ
、
学
修
効
果
が

最
大
化
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

文
系
・
理
系
全
10
学
部
が

ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
結

　

人
文
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で

10
学
部
、
１
万
５
０
０
０
人
の
学
生
が
一

堂
に
会
す
る
京
都
産
業
大
学
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
自
体
が
広
大
な
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

空
間
で
す
。
緑
豊
か
で
自
然
に
あ
ふ
れ
た

環
境
も
魅
力
で
、「
ラ
ー
ニ
ン
グ
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
」「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
」「
ナ
レ
ッ

ジ
」
の
４
つ
の
コ
モ
ン
ズ
を
は
じ
め
、
４

号
館
に
新
設
さ
れ
た
「Innovation HUB

」

な
ど
、
学
生
が
学
修
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
自
由
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
創
造

性
豊
か
な
空
間
が
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
学
生
が
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
は
、

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
と
い
う
分
野
の

垣
根
を
越
え
た
交
流
が
必
要
で
す
。
本
学

の
場
合
、
例
え
ば
共
通
教
育
科
目
の
教
室

に
入
れ
ば
10
学
部
の
学
生
と
机
を
並
べ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
や

サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
自
分
と
は
異
な
る

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
学
生
と
触

れ
合
い
、
多
様
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で

（1） 数理・データサイエンス・AI教育
　2021年度からリテラシー（基礎）レベルとし
て「データ・AIと社会」を開講。2023年度から
は共通教育科目に「データサイエンス科目群」
を設け、リテラシーレベルに続く科目を設置。
基礎から応用まで段階的・体系的に学べる機会
を全学部・全学年の学生向けに提供していく。

（2） ソフトバンク・LINEとの包括連携協定
　正式名称は「先端技術を活用した新しい学生
生活の実現・研究に関する包括連携協定」。ス
マートキャンパス化を推進し、Society 5.0を
リードしていく人材育成を目指す。AR（拡張現
実）サービスやVR（仮想現実）演習室、インタ
ラクティブ掲示板、食堂やバスなどの混雑状況
配信ソリューション、顔認証システムなどを導
入予定であるほか、窓口申請のデジタル化や証
明書発行などにおけるキャッシュレス決済サー
ビス等の導入を想定し、学生生活の利便性向上
を図っていく。

（3） 共同研究推進サポート制度
（共同研究プロジェクト運営支援）

　京都産業大学の知を結集した新たな領域への
挑戦や、卓越した成果が期待できる"共同研究"
に対して支援を行う制度。設立初年度となる
2022年度は3件の研究課題が採択され、いずれ
も複数の学部の教員が連携する学部融合の研究
内容となっている。

（4） アントレプレナー育成プログラム
　全学部が参画する文理融合の正課教育として
2023年度にスタート。起業活動の拠点となる新
たな施設をキャンパス内に設置するほか、起業
支援の充実に向けて産業界との連携も進めてい
く。

（5） 公益財団法人大学コンソーシアム京都
　京都エリアの大学間連携と相互協力を推進し、
加盟する大学や短期大学の教育・学術研究水準
向上や、成果の社会還元を目的としている。学
生向けには、他の大学や短期大学の授業で取得
した科目の単位が自大学での取得単位としてみ
なされる単位互換制度などを運用している。

神
山
天
文
台
で
の
研
究
に
注
目

学
部
横
断
型
研
究
も
推
進

　

京
都
産
業
大
学
は
、
国
内
の
私
立
大
学

で
は
最
大
規
模
の
反
射
式
望
遠
鏡
を
備
え

る
「
神
山
天
文
台
」
を
活
用
し
た
研
究
が

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
著
名
な
宇
宙
物

理
学
者
で
あ
っ
た
荒
木
俊
馬
は
開
学
当
初

か
ら
天
文
学
に
注
力
し
ま
し
た
。
今
日
で

は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
）
の
金
星
探
査
機
「
あ
か
つ
き
」
に
よ

る
観
測
デ
ー
タ
の
解
析
や
、
観
測
装
置
の

開
発
等
が
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
る

レ
ベ
ル
ま
で
研
究
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
よ
る
宇
宙
ビ
ジ
ネ

ス
を
は
じ
め
、
よ
り
高
度
な
宇
宙
開
発
が

加
速
す
る
今
日
、
神
山
天
文
台
を
活
用
し

た
研
究
を
い
か
に
発
展
さ
せ
、
教
育
に
つ
な

げ
て
い
く
か
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
本
学
で
は
『
タ
ン
パ
ク
質
動
態
研
究

所
』
や
『
世
界
問
題
研
究
所
』
な
ど
の
研

究
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、

２
０
２
２
年
度
に
は
学
部
横
断
型
に
よ
る

共
同
研
究
推
進
サ
ポ
ー
ト
制
度
  （3）

が
始
ま

り
ま
し
た
。
社
会
的
課
題
の
多
く
は
い
く

つ
も
の
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
単
一

学
部
の
知
見
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
だ
か

ら
こ
そ
、
複
数
の
学
部
の
教
員
が
協
働
で

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
研
究
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
６
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
受
賞
し
た
大
隅
良
典
先
生
は
、

『
基
礎
科
学
を
文
化
と
し
て
捉
え
る
社
会

に
な
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
っ
た
旨
の
お
話

を
さ
れ
た
よ
う
に
、
教
員
に
は
し
っ
か
り

基
礎
研
究
を
進
め
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
真
摯
に
研
究
に
向
き
合
い
、
そ
の

成
果
を
教
育
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
教
員

の
姿
を
見
て
学
生
は
誇
り
を
感
じ
、
学
業

へ
の
意
欲
を
高
め
る
も
の
だ
か
ら
で
す
」

（
黒
坂
学
長
）

屈
指
の
「
就
職
に
強
い
大
学
」

起
業
家
教
育
も
新
た
に
展
開

　

京
都
産
業
大
学
で
は
す
べ
て
の
学
生
に

対
し
、
海
外
留
学
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
世
界
31
カ
国
86
大
学

（
23
年
２
月
現
在
）
に
及
び
、
全
国
に
先

駆
け
て
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
ま
す
。

　

学
部
ご
と
の
専
門
教
育
に
加
え
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
や
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、

さ
ら
に
は
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
教
育
科

目
」
や
「
Ｏ
／
Ｏ
Ｃ
Ｆ-

Ｐ
Ｂ
Ｌ
」（
大
学
で
の
学

び
＝
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と

実
社
会
＝
オ
フ
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
学
び
を
融
合
さ
せ

た
実
践
志
向
型
の
課
題
解

決
型
学
習
）
な
ど
独
自
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
よ
り
鍛

え
ら
れ
た
学
生
た
ち
の
就

業
力
は
企
業
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
、
22
年
度
の
就
職
率
も
97
・
７
％

と
「
就
職
に
強
い
京
都
産
業
大
学
」
の
評

価
を
実
証
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
い

将
来
は
産
業
構
造
の
劇
的
な
変
化
も
想
定

さ
れ
る
中
、
10
学
部
の
教
員
が
協
力
し
て

体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
「
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
  （4）

」
に
も

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
歴
史
あ
る
大
企
業
も
、
元
々

は
小
規
模
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
す
。
そ

こ
で
、
起
業
に
向
け
た
最
初
の
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
と
す
る
学
生
を
後
押
し
す
る
こ

と
が
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の

狙
い
で
す
。
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
起
業
だ
け

で
な
く
、
家
業
を
継
ぐ
予
定
の
学
生
が
発

展
的
な
事
業
承
継
に
向
け
て
学
べ
る
こ
と

も
多
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
」

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
  （5）

の
理
事
長
も
務
め
る

黒
坂
学
長
は
、
受
験
生
に
向
け
て
次
の
よ

う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「
現
代
は
世
界
が
大
き
く
、
か
つ
急
速

に
変
化
す
る
難
し
い
時
代
で
あ
り
、
将
来

に
不
安
を
抱
い
て
し
ま
う
瞬
間
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
決
し
て
悲
観
す

る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
力
で
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
こ
う
と
す
る
強
い
気
概
を
持
っ

て
大
学
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
多
く

の
外
国
人
観
光
客
が
集
ま
る
京
都
は
国
際

感
覚
に
あ
ふ
れ
、
学
び
の
場
と
し
て
は
絶

好
の
街
で
す
。
ま
た
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
京
都
で
は
他
大
学
と
の
単
位
互
換
制

度
も
整
備
し
て
い
ま
す
。
学
内
だ
け
で
な

く
、
京
都
と
い
う
街
全
体
を
キ
ャ
ン
パ
ス

に
見
立
て
て
、
刺
激
に
満
ち
た
幅
広
い
学

び
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

京都産業大学　

し
た
授
業
な
ど
の
技
術
的
な
障
壁
が
低
く

な
り
、
ド
ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
通
信
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
で
、
研
究
環
境
も
向

上
。
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
な
ど
、
大
学
運

営
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
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